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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
を
席
巻
し
、
命
を
脅
か
し
経
済
へ
も

極
め
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
や
働
く
日
常
が
大
き
く
変
化

し
て
い
く
現
状
を
招
き
、
暮
ら
し
・
学
び
・
働
く
、
そ
の
す
べ
て
の
場
面
で
今
も
な
お
緊
張
感

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
を
迎
え
ま
す
。
経
済
を

支
え
る
個
人
消
費
を
こ
れ
以
上
鈍
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
ベ
ア
の
流
れ
を
維
持
し
つ
つ
、
今
求

め
ら
れ
る
働
き
方
や
生
活
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
（
新
常
態
）
に
つ
い
て
も
労
使
で
話
し
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
厳
し
く
も
現
実
と
向
き
合
い
、
労
使
で
前
進
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
生
活
基
盤

を
向
上
し
豊
か
な
暮
ら
し
へ
と
繋
が
る
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
政
治
決
戦
の
年
で
す
。
劣
化
し
き
っ
た
安
倍
前
政
権
、
続
く
菅
政
権
も
評
価
に
値
し

な
い
状
況
で
す
。
政
治
に
は
緊
張
と
信
頼
が
必
要
で
す
。
連
合
は
二
大
政
党
的
政
治
を
め
ざ
し
、

働
く
者
が
真
に
報
わ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
ま
す
。
衆
議
院
山
梨
選
挙
区
で
は
、

二
区
対
応
の
組
織
内
論
議
を
進
め
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
守
っ
て
き
た
一
区
の
議
席
に
つ
い
て

は
「
中
島
か
つ
ひ
と
」
氏
の
必
勝
を
期
し
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
、
熊
本
地

震
か
ら
は
五
年
を
迎
え
ま
す
。
自
然
災
害
へ
の
意
識
を
一
変
さ
せ
た
重
大
な
出
来
事
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
災
害
へ
の
意
識
、
日
常
の
備
え
、
人
と
人
と
の
絆
な
ど
を
再
認
識
し
、
次
代
へ
繋

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
連
合
山
梨
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
は
「
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）」。「
辛
」
は
痛
み
を
伴
う
幕
引
き
、「
丑
」
は
殻
を
破
ろ

う
と
す
る
命
の
息
吹
や
希
望
を
意
味
し
、“

辛
い
こ
と
が
多
い
だ
け
、
大
き
な
希
望
が
芽
生
え
る

年
に
な
る”

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
る
時
代
の
中
心
に
い
ま
す
。
変
化
を
味
方
に
、
夢
あ
る

明
日
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
！

夢
あ
る
明
日
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
！

夢
あ
る
明
日
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
！
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ユニオンアドバイザー　小沢 政人　宮坂 兼夫

会計監査　岩下 実　刑部 聡
　　　　　藤原 和也

執行　松木 友幸　小林 賢　植松 久雄　櫻井 澄人　池本 伊左男　野口 良朋
委員　向井 仁志　若月 清人　田草川 厚彦　早川 貴宏　宮下 竜三　
　　　野中 広俊　前田 宝　弘瀬 誠　土橋 一光　小林 恵　小林 さつき

会長代行　田中 好久
副 会 長　三輪 茂樹　佐々木 琢郎　小串 吾郎
　　　　　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂

副事務局長　大森 竜　白倉 範人
　　　　　　福井 太一

事務局長　窪田 清

事務局次長　伏見 勉

会　　長　萩原 雄二

2021年度 連合山梨 執行機関組織構成図

2020.12.9時点2020.12.9時点

退 職 連 合 ◇伏見 勉　◆大森 竜　
◎細田 義一　○幡野 勝彦　○笠井 勲　○渡辺 勲　○樋口 髙子　○中澤 千尋
○上野 一博　○石原 茂雄　○鈴木 貢　○原 一徳　○斉藤 憲二　○遠藤 長男
◇小沢 政人　□浅沼 恵美子
　小林 文徳　下山 光國　丸山 久美　宮澤 敏次　清水 清敏　堀内 恒満　志村 優
　大木 勝藏　保坂 照雄　川上 章　今福 庸夫　三富 良雄　□武藤 郁夫　□森沢 敬

退 職 連 合 …………

産 業 別
連 絡 会

◇船渡 義昭　◆福井 太一　自治労　日教組　全水道　国公総連　政労連　森林労連
◇白倉 範人　電機連合　JAM　自動車総連　基幹労連
◇大森 竜　   JP労組　運輸労連　JR総連　私鉄総連　JR連合　全自交　
　　　　　 　山交労組（オブ）　富士急バス労組（オブ）　山交甲府観光労組（オブ）

官 公 部 門
金 属 部 門
交通・運輸部門

…………
…………

……

地 域 協 議 会 ◇白倉 範人　
◎棚本 孝　◇前田 宝
◎有泉 眞　◇弘瀬 誠
◎長田 茂　◇土橋 一光　　　　専従役員と３地協との連絡会議を設置

東 部 地 協
中 部 地 協
西 部 地 協

…………
…………
…………

男 女 平 等 ◎杉原 孝一　◇大森 竜　◆小林 恵　◆船渡 義昭
　松木 友幸　池本 伊左男　野口 良朋　早川 貴宏　野中 広俊　小林 さつき
◎小林 恵　○鷹野 美穂　◇小林 さつき　新井 絢菜　小尾 ゆう子　望月 里沙
　村上 佳代　大川 孝　雨宮 莉里

男女平等参画推進
委員会
女性委員会

…

…………

組 織 拡 大 ◎佐々木 琢郎　◇大森 竜　◆伏見 勉
　松木 友幸　小林 賢　櫻井 澄人　池本 伊左男　向井 仁志　若月 清人
　田草川 厚彦　前田 宝　弘瀬 誠　土橋 一光
◎佐々木 琢郎　○窪田 清　◇伏見 勉　◆小沢 政人　宮坂 兼夫

組織拡大委員会

フェアワーク
推進センター

……

………

組 織 対 策 ◎中田 一秀　○木内 清一　◇白倉 範人　◆船渡 義昭
　松木 友幸　植松 久雄　櫻井 澄人　向井 仁志　野中 広俊
◎竹川 朝也　○平岡 聖啓　◇小澤 宏成
　大竹 邦夫　加藤 孝治　市川 裕也　石原 敬一郎　土屋 拓巳　斯波 惠太
　古屋 雅基　田中 康喜　小林 達哉

組織対策委員会

青年委員会

……

…………

総 務 財 政 ◎田中 好久　◇窪田 清
　三輪 茂樹　佐々木 琢郎　小串 吾郎　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂
◎福井 太一　◇大森 竜　◆船渡 義昭　小林 賢

総務財政委員会

編集委員会(HP)

……

…

政 策 制 度 ◎小串 吾郎　〇坪井 茂　◇福井 太一　◆大森 竜　◆伏見 勉
　小林 賢　野口 良朋　早川 貴宏　宮下 竜三　前田 宝
　弘瀬 誠　土橋 一光　小林 恵　小林 さつき

政策制度委員会 ……

政 治
セ ン タ ー

◎田中 好久　◇白倉 範人　◆窪田 清
　三輪 茂樹　佐々木 琢郎　小串 吾郎　杉原 孝一　木内 清一　中田 一秀　坪井 茂

政治センター ………

中 小 対 策 ◎三輪 茂樹　◇白倉 範人　◆船渡 義昭
　小林 賢　植松 久雄　櫻井 澄人　若月 清人　田草川 厚彦　宮下 竜三　小沢 政人　
　宮坂 兼夫

中小対策委員会 ……

連 帯・平 和 ◇大森 竜（委員会なし）

ボランティアST ◇大森 竜（委員会なし）

部　門 委 員 会 ・ セ ン タ ー ・ 連 絡 会 の 構 成

※記号　◎＝委員会・部会委員長、フェアワーク推進センター･政策センターはセンター長、退職連合は会長
　　　　○＝委員会副委員長、フェアワーク推進センター･政策センターは副センター長、退職連合は副会長　
　　　　◇＝事務局主幹　◆＝事務局副主幹　□会計・会計監査 
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　連合結成30周年を機に策定した連合ビジョンでは、「働くことを軸とする安心社
会～まもる・つなぐ・創り出す～」と題して、本年は、６つのテーマで活動を展
開しています。
　連合山梨は、12月8（火）～ 9日（水）に実施の「全国一斉集中労働相談ホットラ
イン」周知のため、12月1日（火）、3日（木）、7日（月）に、地域協議会毎に管轄
する地域を街宣車両で巡り、放送での呼び掛けと、ショッピングモールやスー
パーなどで「～これってハラスメント？ひとりで悩んでいませんか？～ 」と記載
されたチラシ入りマスクの配布を行いました。
　また、12月7日（月）に実施したラザウォーク甲斐双葉店での行動では、連合山
梨三役及び、管轄である西部地協との連携により、チラシ入りマスクを配布し、
ハラスメントに対する呼び掛けを行いました。

　12月8日(火) ～ 9日(水)の２日間において、「これってハラスメント？ ひとりで悩んでいませんか？」を統一テーマに全
国一斉集中労働相談ホットラインを実施しました。
　昨今の労働相談の傾向として、差別に関連する相談が寄せられています。これらの相談の中には、性別や年齢・国籍・
就労形態などに関わらず、誰もが多様性を認め合いお互いが支え合うことのできる職場であれば、防ぐことができる可能
性のある事例もありました。この様な状況を踏まえ、ハラスメントの無い職場を目指して「気づこう、アンコンシャス・バ
イアス ～真の多様性ある職場を～」と題した取り組みと連動し、職場のハラスメントに関する労働相談を実施しています。
　連合山梨における2日間の相談は3件で、ハラスメントに関わる内容は「上司より嫌がらせを受け悩んでいる」の1件でした。
他には、労働契約関係の相談として「労働条件の定めがなく管理がいい加減」が1件、賃金関係として「何年たっても昇給が無
く不満」の1件がありました。いずれも労働法制や労働契約書・就業規則などに関する説明とアドバイスを行いました。
　また、相談者が職場で苦悩している背景には、使用者が働くために必要かつ重要な法律や決まりである「ワークルール」
を守る・守らせる意識が欠如している実態があることも改めて感じました。
　これからも相談者の悩みに寄り添う気持ちを持ちながら、適切なアドバイスとなるような労働相談に心掛けていきたい
と思います。 アドバイザー　宮坂 兼夫　

9
WED

12 8 ～
TUE

全国一斉集中労働相談ホットラインを実施

7
MON

12 1 ～
TUE

山梨県内街宣行動・ ラザウォーク行動

パワハラ・嫌がらせ・雇用契約など、悩みの相談が寄せられる

12 7
MON

　12月7日（月）労農福祉センターにおいて、連合山梨女性委員会第31回

定期総会が開催されました。コロナ禍の中での初めての総会ということで、

マスクの着用や検温、手指の消毒などの感染症対策をとりながらの開催と

なりました。

　連合山梨萩原会長からは、 「今までの生活が大きく変化した中で、女性

委員会での出会いを大切にしながら、取り組みを進めていって欲しい」と、

激励の言葉をいただきました。

　2020年度は、計画されていた取り組みの多くが中止となってしまいま

した。withコロナの時代に、どの様

なことが出来るのかわかりませんが、

方法を工夫しながら、活動方針に掲げた内容が少しでも前進できるように、考

えていきたいと思います。

　連合山梨女性委員会では、連合「第4次男女平等参画推進計画プラス」を基

礎に、一人ひとりが自分の強みを活かして活躍できる社会をめざしていきます。

そして「働きがいのある人間らしい仕事

の実現と女性活躍の推進」に向けて取り

組んでいきます。これからも女性委員会

へのご理解とご協力をお願いいたします。

女性委員会　委員長　小林　恵　

委 員 長
副委員長
事務局長

委 員

日 教 組
自 治 労
ＪＰ 労 組
電機連合
Ｊ Ａ Ｍ
電力総連
情報労連
運輸労連
運輸労連

小林　　恵
鷹野　美穂
小林さつき
新井　絢菜
小尾ゆう子
望月　里沙
村上　佳代
大川　　孝
雨宮　莉里

役　職 産別名氏　名

✿ 2021年度役員

役　職 産別名氏　名

✿ 退任役員

副委員長

委 員

田邉　優子
石橋　志乃
伊藤　久美

自 治 労
電機連合
情報労連

12 7
 MON

女性委員会 第31回定期総会
「自分らしさ」をいかして活躍できる社会の実現をめざして！



れんごうYAMANASHI  No,355（4）

連合山梨ホームページ連合本部フェイスブック

寄　付

50,000

50,000

100,000

40,000

50,000

50,000

50,000

ＮＨＫ歳末助け合い（海外）

ＮＨＫ歳末助け合い（国内）

山梨県ともしび基金

山梨県肢体不自由児協会

山梨県手をつなぐ親の会　

福祉作業所たんぽぽの家　

ゆうき工房　

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

福祉作業所つくしの家　

あさひ福祉作業所　

社会福祉法人ぶどうの里　

どんぐり牧場・芽生

ひかりの家学園　

社会福祉法人ありんこ　

富士桜作業所

寄　付

50,000

50,000

50,000

50,000

社会福祉法人不二の里森福祉会

東部授産園みとおし　

社会福祉法人アドバンス　

NPO法人自立支援FIT

給 付 金

210,000

130,000

死亡給付金  21名

見舞給付金  26名

（10,000/人）

（5,000/人）

給 付 金

0

0

障害1級  0名・2級  0名

障害3級  0名

（10,000/各級）

（5,000/級）

2020年度 給付金

340,000

2021年度 寄付 940,000

2019年9月1日～2020年8月31日　2020年度の「給付金」は下記の通りです。

　連合山梨は「ふれあい基金」から、毎年社会福祉施設等に寄贈しています。第14回執行委員会で確認された2021年度寄贈
先は下記の通りです。引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧

12 15
TUE

　連合山梨で使用している街宣車「キャラバン」は、購入から13年が経過して架装部分に経年劣化が生じ、集会開
催に支障をきたしておりました。また、連合山梨結成30周年という節目を迎え、今後の様々な活動を強化すべく車
両の入れ替えを行うこととなりました。
　皆さま、どうぞ宜しくお願いいたします。
　今まで使用しておりました街宣車は、放送設備に問題ないことから、東部地域協議会の放送専用車両として今後
も有効活用いたします。

連合山梨街宣車両が新しくなりました。連合山梨街宣車両が新しくなりました。連合山梨街宣車両が新しくなりました。
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連合山梨として今後計画している諸行事・諸会議の開催について
※ 緊急事態宣言の発令ならびに県からの方針が示された場合などは、下記全ての項目について見直しをすることとする。
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